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研究成果の概要：本研究の目的は，看護場面において求められる創造性を効率よく獲得できる

ような学習環境を実現することである．(1)自助具の製作を題材とした在宅看護援助方法の演習，

(2)おもちゃの製作を題材とした小児看護援助方法の演習，(3)関連図を題材とした創造活動支援

ツールの開発と基本援助技術の演習場面への導入，の３つの研究を展開した．その結果，各実

践において学習者の創造性に関する態度・スキルの向上が確認された． 
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2007 年度 800,000 0 800,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 390,000 3,690,000 
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１． 研究開始当初の背景 
 

近年，学校教育において，自ら主体的に考
え，行動する「創造的な態度」の育成が強く
求められている．そのような社会的要請の中，
いわゆる創造性教育はこれまで工学教育を
中心に実施されてきた．そこでは，ロボット
コンテストに代表される，ものづくりの体験
を通して創造性を育成するプロジェクト形
式の実践が行われている． 

我々はこのような社会的要請に対して，
「より効果的な学習環境を構築すること」を
目的とした検討を行ってきた．そのアプロー
チの特徴は 2点にまとめられる． 

第 1は，心理学的知見を適用し，リフレク
ションという活動を導入した点である．この
リフレクションは，創造活動を体得するため
の学習支援として，メタ認知的スキルの学習
を促進すると報告されている． 
第 2は，学習者の創造活動を支援するため

のシステムを開発したことである．例えば，
学習者の活動記録を支援するアーカイブシ
ステムを構築し，授業に導入している． 
以上の 2つのアプローチに基づき，これま

で工学教育を対象に，ロボット製作を題材と
した創造性教育の授業実践に取り組んでお
り，学習成果の分析を通してその有効性が確
認されている． 
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本研究は，上記の研究アプローチを看護教
育に適用する．看護場面において求められる
知識・スキルを効率よく獲得できるような学
習環境の実現を目標とした，認知科学的アプ
ローチに基づく一連の研究を展開した． 

 
２． 研究の目的 
 

本研究の目的は以下の 2点にまとめられる． 
 

(1) 創造性の育成を目的とした看護学演習授
業の設計・実践 

 
これまでに認知科学の領域において得られ
た知見に基づいて，創造性の育成を目的とし
た看護学演習授業を設計・実施する．そして，
実践結果より学習者の活動について量的・質
的分析を行い，授業デザインの有効性を総合
的に評価する． 
 
(2) 看護実践における創造活動支援ツールの

開発 
 
 看護実践におけるメタ認知的な活動を支
援することを目的とした創造活動支援ツー
ルを開発する．そして，開発したツールを看
護学演習授業に導入し，その効果について詳
細に検討する． 
 
３． 研究の方法 
 
 本研究では，以下の 3つのテーマに基づい
て研究を展開した． 
 
(1) 自助具の製作を題材とした看護学演習授

業の設計・実践 
 

愛知きわみ看護短期大学の 2年次開講科目
「在宅看護援助方法Ⅱ」を対象に，以下の 4
つの活動から構成される授業をデザインし
た． 
①アセスメント  

与えられた事例から，患者の全体像（身体
的・心理的・社会的特徴）を理解する．そし
て，患者が自立した生活を送る上での生活上
の問題点について話し合う． 
②創造活動の体験 

患者の日常生活をサポートするための自
助具を製作する．このとき学習者は，自助具
の製作過程をデジカメ，記録用紙を用いて逐
次記録する．また，自助具の材料は 100 円シ
ョップで販売されているものに限定し，製作
費用は１グループにつき 1,000円以内とした． 
③ロールプレイ  

製作した自助具を用いてロールプレイを
行う．学習者は患者役となり，自助具の機能
性・安全性・耐久性などを詳細に評価する．

そして，作成した自助具の問題点を挙げ，そ
の改善方法について話し合う．  
④リフレクション 
グループの製作過程を 1枚のポスターにま

とめ，プレゼンテーションおよびディスカッ
ションを行う．ポスターは，自助具の機能，
材料，自助具の完成までの試行錯誤のプロセ
スおよびその評価について，写真を用いてわ
かりやすくまとめることが求められた． 
 

(2) おもちゃの製作を題材とした看護学演習
授業の設計・実践 

 
愛知きわみ看護短期大学の 2年次開講科目

「小児看護援助方法」を対象に，以下の 6つ
の活動から構成される授業をデザインした． 
①遊び体験に関する情報交換 
グループごとに子ども時代の遊びの体験

談を発表し，情報交換を行う． 
②おもちゃの考案 
各グループに材料を渡し，製作可能なおも

ちゃを数種類考案する．  
③おもちゃの製作 
②で考案した中から発達段階別におもち

ゃを選択し，分担作業で製作する． 
④遊び方の計画 
おもちゃの安全性などを確認した上で健

康児との遊び実践を計画する． 
⑤健康児との遊び実践 
身近な小児を対象に，製作したおもちゃを

用いて遊びを実践する． 
⑥報告・まとめ 
おもちゃの製作過程と遊び実践の結果を

発表し，レポートにまとめる． 
 
(3) 関連図作成支援ツールの開発と看護学演

習授業への導入 
 
学習者の関連図の作成を支援するための

ツールを開発し，愛知きわみ看護短期大学の
1 年次開講科目「情報処理応用」および「基
本援助技術Ⅲ」に導入した． 
①情報処理応用 
・ 関連図作成支援ツールの使い方 
・ 学生同士のインタビューによる情報収集 
・ インタビューデータに基づく学生同士の

関連図作成 
・ ナイチンゲールに関する情報収集 
・ ナイチンゲールについての関連図作成 
②基本援助技術Ⅲ 
・ 個人によるアセスメントと援助計画立案 
・ 事例についての関連図作成（1回目） 
・ グループによるアセスメント計画立案 
・ 関連図の作成（2回目） 
・ グループで計画した援助の実施，評価 
・ グループ発表準備，発表 
 



４．研究成果 
 各テーマの研究成果を以下に示す． 
 
(1) 自助具の製作を題材とした看護学演習授

業の設計・実践 
 
 授業後における学習者の態度の変化を調
べるために，Snyder (1986) のセルフモニタ
リングスケールを授業前後に実施した．本ス
ケールは 25 項目あり，それぞれ 6 段階で回
答する形式となっている． 
 全受講者のうち，授業前後の両方で回答し
た 60 名の結果について対応のある t検定を
行ったところ，以下の 4項目において有意な
差が見られた． 
・ 人のマネをするのはへたである

（t(59)=3.166, p<.01） 
・ 自分が本当に信じていることしか人に話

せない（t(59)=-2.352, p<.05） 
・ グループ中で，自分が注目の的になるこ

とがめったにない（t(59)=3.181, p<.01） 
・ 集まりでは，冗談を言ったり話を進めて

いくのを他の人にまかせるようにしてい
る（t(59)=2.250, p<.05） 

 以上の結果は，学習者が以前に比べてグル
ープの話し合いに積極的に関与し，人のマネ
をしたりメンバーの注目を集めたりするこ
とができるようになったことを示している．
これは先に挙げた「直面する状況に対して常
に主体的に考え，問題を効率よく解決する」，
「種々の制約のある状況で，グループでうま
く協力しながら作業を円滑に進める」といっ
た活動に対する態度を学習できたことを示
唆している． 

一方，自分が信じていることしか話さない
という考え方は，授業前と比べてより強いも
のとなっていた．一般に，看護場面では自己
の発言に対する正確性や責任が強く求めら
れるが，今回の態度の変化は，そのような点
においてよい傾向であると考えられる． 

 
(2) おもちゃの製作を題材とした看護学演習

授業の設計・実践 
 

各グループの作業記録中の記述に基づい
て，各段階の学習者の活動を分析した結果，
以下の特徴が示唆された． 
①遊び体験に関する情報交換 

「ちょっとしたことでもずっと遊べてい
た」「おもちゃではないものをおもちゃにし
て遊んでいた」などの報告があった． 

子ども時代の記憶想起は必ずしもおもち
ゃの考案に直接的なヒントを与えるもので
はないが，学生が子どもにとっての遊びの意
味や特徴を見直すきっかけとなったことが
推察される． 
②おもちゃの考案・製作 

「安全に遊べるよう釣竿の針の部分にガ
ムテープを張った」などの年齢や体格との適
合性，「何度でも遊べるように頑丈に作った」
といった強度面，「簡単すぎず難しすぎない」
という発達段階や能力への適合性などへの
配慮の必要性に関する自発的な気づきが観
察された。 
また「目で見て楽しめるように色や形を工

夫した」のような外観面，「遊びのルールを
作るのは大変」のように使用方法面，「わざ
わざ買わなくても身近なものでおもちゃが
作れることに気づいた」のような材料面など
についての工夫を主体的に行っていること
が報告された。 
③遊び方の計画・健康児との遊び実践 
「子どもは遊びをより楽しくすることを

考えていた」「子どもはおもちゃで遊ぶこと
より、どう遊ぶかを工夫することを楽しんで
いた」など，子どもの遊びの特徴に関する多
くの気づきがあった． 
同時に学習者は，子どもの集中力はとても

短いので飽きることも多いが，子どものペー
スにあわせることが大切，子どもであっても
関心事を話題にするとコミュニケーション
がとりやすくなるなど，子どもとかかわる上
での重要な学びも報告していた。 
 
(3) 関連図作成支援ツールの開発と看護学演

習授業への導入 
 
授業後に関連図作成支援ツールについて

の質問紙調査を実施した． 
質問項目は以下の 10 項目を設定した．質

問項目は，「時間的負荷」（Q1：時間がかから
ない）1項目と，「描く」3項目（Q2：気軽に
描ける，Q3：図がきれいに描ける，Q4：詳し
く記入できる），「描き直す」3 項目（Q5：必
要な部分を消すことがない，Q6：修正しやす
い，Q7:配置を変更しやすい），「関連性を考
える」3 項目（Q8：色や線の種類を使い分け
やすい，Q9：情報を整理しやすい，Q10：関
連性を考えやすい）で構成されている。それ
ぞれの質問項目に対し、4段階評定（4：とて
も思う、1：全く思わない）で回答を求めた。
また、その他のメリットおよび改善点につい
て自由記述による回答を求めた。 
その結果，①時間がかからない（2.9）以

外のすべての項目で平均値は 3 以上となり，
ツールの作成による学習効果があったとい
える。また，自由記述では，「見やすい」，「誰
が見てもわかりやすい」，「簡単に操作でき
る」，「図の配置が簡単にできる」などといっ
たメリットが挙げられた． 
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